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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

第63期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 6,985,0376,412,1154,606,9244,192,83217,030,176

経常利益 (千円) 170,905 116,700 292,250 251,734 708,263

四半期(当期)純利益 (千円) 83,201 59,928 159,108 136,853 396,144

純資産額 (千円) ― ― 9,212,2909,184,5599,117,945

総資産額 (千円) ― ― 19,231,27318,477,75619,290,420

１株当たり純資産額 (円) ― ― 515.57 514.40 510.49

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 4.65 3.36 8.90 7.66 22.16

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 47.9 49.7 47.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △801,305△188,951 ― ― △470,498

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △202,477△109,244 ― ― △456,575

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △118,063△178,993 ― ― △212,406

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,906,0741,411,2511,888,440

従業員数 (名) ― ― 679 682 669

(注)  １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 682

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員であります。  

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 532

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。  
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

鉄道信号関連事業 4,016,301 △16.9

産業用機器関連事業 372,722 16.0

合計 4,389,024 △14.8

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  金額は、販売価格によっております。
３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

鉄道信号関連事業 3,716,962 △24.1 3,366,905 △21.0

産業用機器関連事業 328,730 △28.1 155,191 △29.7

合計 4,045,692 △24.4 3,522,096 △21.4

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道信号関連事業 3,837,376 △8.0

産業用機器関連事業 355,456 △18.4

合計 4,192,832 △9.0

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

東日本旅客鉄道㈱ 1,780,035 38.6 1,116,849 26.6

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等
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または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響で急激な落ち込みに見舞

われた昨年後半の最悪期を脱しつつあるものの、景気回復の足取りは重く、依然として景気の不透明感は

拭い切れず予断を許さない厳しい状況が続いています。

　このような状況のもと、当社グループは受注の獲得と拡大に取り組んでまいりました結果、当第２四半

期連結会計期間の売上高は、41億92百万円と前年同期比４億14百万円（9.0％）の減収となりました。

　利益につきましては、販売費及び一般管理費の削減に努めましたが、営業利益は２億61百万円と前年同

期比42百万円（14.1％）、経常利益は２億51百万円と前年同期比40百万円（13.9％）、四半期純利益は１

億36百万円と前年同期比22百万円（14.0％）、それぞれ減益となりました。

 

　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

［鉄道信号関連事業］

　踏切障害物検知装置、集中監視装置などのフィールド製品及び電子連動装置などは増加しましたが、Ａ

ＴＣ（自動列車制御装置）、運行管理装置などのシステム製品が減少し、売上高は38億37百万円と前年同

期比３億33百万円（8.0％）の減収となり、営業利益は４億55百万円と前年同期比１億29百万円

（22.2％）の減益となりました。

［産業用機器関連事業］

　可塑成形、硬化成形は増加しましたが、情報通信機器、化学車制御装置、金属メッキ、金型が減少し、売上

高は３億55百万円と前年同期比80百万円（18.4％）の減収となり、営業利益は29百万円と前年同期比０

百万円（1.2％）の減益となりました。
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(2) 財政状態の分析

（総資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ８億12百万円減少し、184億77

百万円となりました。これは、たな卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）が12億52百万円、

投資有価証券が２億25百万円それぞれ増加しましたが、受取手形及び売掛金が16億36百万円、現金及び預

金が４億53百万円、それぞれ減少したことなどによるものです。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ８億79百万円減少し、92億93百

万円となりました。これは、未払法人税等が２億91百万円、支払手形及び買掛金が88百万円、それぞれ減少

したことなどによるものです。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ66百万円増加し、91億84百万円とな

りました。これは、利益剰余金が65百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金が１億33百万円増

加したことなどによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末から10億74百万円減少し、14億11百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金は、９億33百万円の減少（前年同期は５億99百

万円の減少）となりました。

　これは、たな卸資産の減少により１億26百万円資金が増加いたしましたが、売上債権の増加により10億

79百万円資金が減少したことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金は、60百万円の減少（前年同期は１億22百万円

の減少）となりました。

　これは、有形及び無形固定資産の取得による支出が41百万円あったことなどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金は、81百万円の減少（前年同期は21百万円の減

少）となりました。

　これは、長期借入金の返済による支出が46百万円、配当金の支払が34百万円あったことなどによるもの

です。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は95百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更ならびに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,018,00018,018,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数　1,000株

計 18,018,00018,018,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 － 18,018 － 1,500,039 － 1,233,716
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本電設工業株式会社 東京都台東区池之端一丁目２番23号 2,095 11.63

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 875 4.86

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１番２号 840 4.67

第一生命保険相互会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 721 4.00

朝日生命保険相互会社 東京都千代田区大手町二丁目６番１号 715 3.97

日本リーテック株式会社 東京都北区西ヶ原一丁目52番10号 655 3.64

日新火災海上保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台二丁目３番地 555 3.08

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 544 3.02

大同信号取引先持株会 東京都大田区仲池上二丁目20番２号 505 2,81

大同信号共済会 東京都大田区仲池上二丁目20番２号 503 2.79

計 ― 8,013 44.47
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　163,000

― ―

完全議決権株式(その他) 17,525,000 17,525 ―

単元未満株式 330,000 ― ―

発行済株式総数 18,018,000― ―

総株主の議決権 ― 17,525 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大同信号株式会社

東京都大田区仲池上
二丁目20番２号

163,000― 163,000 0.9

計 ― 163,000― 163,000 0.9

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 203 250 290 323 328 321

最低(円) 190 200 247 275 297 300

(注)  株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

　

　

　

　

EDINET提出書類

大同信号株式会社(E01816)

四半期報告書

10/26



第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表ならびに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、清和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,486,251 1,939,440

受取手形及び売掛金 4,200,767 5,837,097

商品及び製品 2,905,908 2,711,743

仕掛品 3,450,971 2,870,467

原材料及び貯蔵品 1,027,586 549,523

その他 420,858 419,261

貸倒引当金 △2,523 △3,988

流動資産合計 13,489,819 14,323,544

固定資産

有形固定資産 ※
 1,864,364

※
 1,971,043

無形固定資産 51,170 51,826

投資その他の資産

投資有価証券 2,514,922 2,289,427

その他 558,667 655,764

貸倒引当金 △1,187 △1,187

投資その他の資産合計 3,072,402 2,944,004

固定資産合計 4,987,937 4,966,875

資産合計 18,477,756 19,290,420

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,093,903 3,182,851

短期借入金 3,126,847 3,469,841

未払法人税等 33,276 325,130

賞与引当金 364,246 －

役員賞与引当金 － 34,550

その他 540,950 1,319,997

流動負債合計 7,159,223 8,332,370

固定負債

長期借入金 380,111 89,786

退職給付引当金 1,606,866 1,591,362

役員退職慰労引当金 146,995 158,955

固定負債合計 2,133,972 1,840,104

負債合計 9,293,196 10,172,474

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,039 1,500,039

資本剰余金 1,233,716 1,233,716

利益剰余金 6,018,719 6,083,819

自己株式 △44,851 △43,163

株主資本合計 8,707,624 8,774,412

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 476,935 343,532

評価・換算差額等合計 476,935 343,532

純資産合計 9,184,559 9,117,945

負債純資産合計 18,477,756 19,290,420
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 6,985,037 6,412,115

売上原価 5,419,389 4,958,084

売上総利益 1,565,648 1,454,031

販売費及び一般管理費 ※
 1,399,771

※
 1,346,124

営業利益 165,876 107,906

営業外収益

受取配当金 32,590 33,236

その他 7,642 4,316

営業外収益合計 40,232 37,553

営業外費用

支払利息 35,185 28,232

その他 18 526

営業外費用合計 35,204 28,758

経常利益 170,905 116,700

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,125 1,215

償却債権取立益 300 250

特別利益合計 1,425 1,465

特別損失

固定資産除却損 － 224

特別損失合計 － 224

税金等調整前四半期純利益 172,330 117,942

法人税、住民税及び事業税 44,840 34,232

法人税等調整額 44,288 23,781

法人税等合計 89,128 58,014

四半期純利益 83,201 59,928

EDINET提出書類

大同信号株式会社(E01816)

四半期報告書

13/26



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 4,606,924 4,192,832

売上原価 3,595,462 3,274,674

売上総利益 1,011,461 918,158

販売費及び一般管理費 ※
 707,586

※
 657,002

営業利益 303,875 261,155

営業外収益

受取配当金 2,345 2,484

その他 3,740 2,654

営業外収益合計 6,085 5,138

営業外費用

支払利息 17,696 14,292

その他 13 267

営業外費用合計 17,709 14,559

経常利益 292,250 251,734

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,194 2,196

償却債権取立益 200 150

特別利益合計 3,394 2,346

特別損失

固定資産除却損 － 224

特別損失合計 － 224

税金等調整前四半期純利益 295,645 253,856

法人税、住民税及び事業税 32,118 27,555

法人税等調整額 104,418 89,446

法人税等合計 136,536 117,002

四半期純利益 159,108 136,853
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 172,330 117,942

減価償却費 148,946 167,133

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,364 △1,465

賞与引当金の増減額（△は減少） － 364,246

受取利息及び受取配当金 △33,577 △33,795

支払利息 35,185 28,232

固定資産除却損 － 224

売上債権の増減額（△は増加） 542,348 1,636,330

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,086,013 △1,252,731

仕入債務の増減額（△は減少） 85,317 △88,948

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,939 15,503

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △33,055 △11,960

未払消費税等の増減額（△は減少） △23,017 △41,540

未払費用の増減額（△は減少） △169,009 △694,538

その他の流動資産の増減額（△は増加） 5,750 △31,215

その他の流動負債の増減額（△は減少） △100,895 △14,467

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,560 △34,550

その他 △579 △6,265

小計 △457,255 118,134

利息及び配当金の受取額 33,577 33,795

利息の支払額 △35,185 △28,232

法人税等の支払額 △342,442 △312,649

営業活動によるキャッシュ・フロー △801,305 △188,951

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △38,000 △38,000

定期預金の払戻による収入 14,000 14,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △178,483 △78,386

投資有価証券の取得による支出 △605 △9,810

貸付けによる支出 － △12,000

貸付金の回収による収入 1,160 14,165

その他 △548 787

投資活動によるキャッシュ・フロー △202,477 △109,244

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 10,000 510,000

短期借入金の返済による支出 △13,000 △510,000

長期借入れによる収入 100,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △87,364 △552,669

自己株式の取得による支出 △2,733 △1,688

配当金の支払額 △124,965 △124,635

財務活動によるキャッシュ・フロー △118,063 △178,993

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,121,846 △477,189

現金及び現金同等物の期首残高 3,027,920 1,888,440

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,906,074

※
 1,411,251
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間（自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更）

　　請負工事にかかる収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

　関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

　（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結

　会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認め

　られる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事

　完成基準を適用しております。

　　なお、当第２四半期連結会計期間末においては工事進行基準の適用に該当するものがないため、これによる

　当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日）及び当第２四半期連結会

計期間（自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

１　法人税等ならびに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

　よっております。

　　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生状

　況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

　ンニングを利用する方法によっております。

　

２　連結会社相互間の取引の相殺消去

　　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときは、親会社の金額にあわせる方法により相殺消

　去しております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

１　製造管理単位の小口化

　　当社はきめ細かい生産管理を行うため、第１四半期連結会計期間から製造管理単位を小口化することによ

　り、仕掛期間を短縮する運用に変更いたしました。

　　これにより、当第２四半期連結会計期間末のたな卸資産の金額は、前連結会計年度以前の管理方式によっ

　た場合に比べ、「仕掛品」が451,370千円減少し、「原材料及び貯蔵品」が同額増加しております。

 

２　賞与引当金

　　従業員への未払賞与については、従来「未払費用」として処理しておりましたが、リサーチ・センター審

　理情報No.15「未払従業員賞与の財務諸表における表示科目について」に従い、第１四半期連結会計期間から

　支給額が確定していない金額については「賞与引当金」として処理しております。

　　これによる、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※　有形固定資産から控除した減価償却累計額は、

　　4,961,692千円であります。

※　有形固定資産から控除した減価償却累計額は、

　　4,804,963千円であります。

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料諸手当　　　　　　　 372,199千円
　　　賞与　　　　　　　　　　  98,050千円
　　　役員賞与引当金繰入額　　  17,290千円
　　　退職給付引当金繰入額　　  21,648千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額　19,465千円
　　　減価償却費　　　　　　　　 7,690千円
　　　製品補修費　　　　　　 　171,013千円
　　　研究開発費　　　　　　　 197,814千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料諸手当　　　　　　　 414,416千円
　　　賞与　　　　　　　　　　  74,272千円
　　　退職給付引当金繰入額　　  22,038千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額　21,488千円
　　　減価償却費　　　　　　　  15,453千円
　　　製品補修費　　　　　　 　106,323千円
　　　研究開発費　　　　　　 　163,082千円
 

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料諸手当　　　　　　 　176,309千円
　　　賞与　　　　　　　　　　  51,276千円
　　　役員賞与引当金繰入額　 　  8,667千円
　　　退職給付引当金繰入額　  　 9,194千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額　10,354千円
　　　減価償却費　　　　　　  　　 879千円
　　　製品補修費　　　　　　 　 85,531千円
　　　研究開発費　　　　　　 　110,002千円
 
 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料諸手当　　　　　　　 203,005千円
　　　賞与　　　　　　　　　　  28,876千円
　　　退職給付引当金繰入額　　  12,774千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額　11,471千円
　　　減価償却費　　　　　　　 　6,432千円
　　　製品補修費　　　　　　　  51,625千円
　　　研究開発費　　　　　　　  92,582千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,981,074千円

預入期間が３か月超の定期預金 △75,000千円

現金及び現金同等物 1,906,074千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,486,251千円

預入期間が３か月超の定期預金 △75,000千円

現金及び現金同等物 1,411,251千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自  平成21年４月１

日  至  平成21年９月30日）

　

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式 (株) 18,018,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式 (株) 163,070

　

３  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月29日
定時株主総会

普通株式 125,028 7 平成21年３月31日 平成21年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日）

　

　
鉄道信号関連事業

(千円)
産業用機器関連事業

(千円)
計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

4,171,067 435,8564,606,924 ― 4,606,924

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

5,667 162,697168,364(168,364) ―

計 4,176,734 598,5534,775,288(168,364)4,606,924

営業利益 585,009 30,189615,198(311,323)303,875

(注)  会計方針の変更

　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　

平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下によ

る簿価切り下げの方法）に変更しております。

　

当第２四半期連結会計期間（自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日）

　

　
鉄道信号関連事業

(千円)
産業用機器関連事業

(千円)
計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,837,376 355,4564,192,832 ― 4,192,832

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

6,233 96,008102,242(102,242) ―

計 3,843,609 451,4644,295,074(102,242)4,192,832

営業利益 455,076 29,830484,907(223,752)261,155
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前第２四半期連結累計期間（自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日）

　

　
鉄道信号関連事業

(千円)
産業用機器関連事業

(千円)
計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

6,234,111 750,9256,985,037 ― 6,985,037

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

11,334 278,804290,138(290,138) ―

計 6,245,445 1,029,7307,275,175(290,138)6,985,037

営業利益 761,693 4,242 765,935(600,058)165,876

(注)  会計方針の変更

　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　

平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下によ

る簿価切り下げの方法）に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益は「鉄道信号関連事

業」が34,556千円、「産業用機器関連事業」が528千円それぞれ減少しております。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日）

　

　
鉄道信号関連事業

(千円)
産業用機器関連事業

(千円)
計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

5,818,285 593,8296,412,115 ― 6,412,115

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

12,521 239,024251,545(251,545) ―

計 5,830,806 832,8536,663,660(251,545)6,412,115

営業利益 556,874 19,901576,775(468,868)107,906

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

　(1) 鉄道信号関連事業・・・・鉄道信号保安装置の製造販売ならびに設置工事

　(2) 産業用機器関連事業・・・情報通信機器の製造販売、可塑成形製品、金属表面処理及び金型の製造販売　
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計

期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）ならびに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年

４月１日　 至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

９月30日）

在外連結子会社及び在外支店がありませんので、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計

期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）ならびに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年

４月１日　 至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

９月30日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当社グループはストック・オプション等を付与または交付していないため、該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 514.40円
　

　 　

１株当たり純資産額 510.49円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 9,184,559 9,117,945

普通株式に係る純資産額(千円) 9,184,559 9,117,945

普通株式の発行済株式数(株) 18,018,000 18,018,000

普通株式の自己株式数(株) 163,070 156,758

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 17,854,930 17,861,242

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 4.65円
　

１株当たり四半期純利益金額 3.36円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　   ２　１株当たり四半期純利益金額算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 (千円) 83,201 59,928

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 83,201 59,928

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式の期中平均株式数 (株) 17,873,965 17,858,078
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 8.90円
　

１株当たり四半期純利益金額 7.66円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　   ２　１株当たり四半期純利益金額算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 (千円) 159,108 136,853

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 159,108 136,853

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式の期中平均株式数 (株) 17,870,469 17,856,464

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

大同信号株式会社

取締役会  御中

　

清　和　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    　川田　増三   　 印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   　 大塚　貴史 　   印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同

信号株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）に変更している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月10日

大同信号株式会社

取締役会  御中

　

清　和　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    　川田　増三 　   印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    　大塚　貴史   　 印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同

信号株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社及び

連結子会社は、第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基

準の適用指針」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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